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4

司
除
雪
ト
ラ
γ
ク
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
、
広
範
に
・

po
qu
nu寸

－
グ
ラ
フ
特
集

＠

＆
除
宮
本
部
に
は
電
信
が
殺
到

す
ぐ
無
線
で
各

に
指
令

寄
せ
ら
れ
た
情
報
は

問
今
以
上
の
降
母
一
で
出
動

朝
日
町
除
雪
本
部
は

η月
刊
自
に
並
置
さ
れ
た
も
の
の
、
そ

れ
以
後
暖
か
い
日
ガ
続
き
、
休
業
状
態
と
い
つ
だ
と
こ
ろ
で
し
た
。

し
か
し
、
刊
は
月
刊
μ
日
午
後
か
ら
猛
烈
怠
寒
渡
ガ
回
押
し
寄
せ
、
釆
明

ま
で
に
、
平
野
部
で
刊
号
、
山
間
部
で
仰
向
ン
の
積
雪
と
な
り
ま
し
た
。

以
後
、
連
日
降
り
続
き
、
ロ
月
の
羽
田
に
は
積
雪
4
1
計
（
消
防
署
調
べ
〉

を
越
え
、
日
・
日
豪
雪
の
記
録
を
大
き
く
薬
り
替
え
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
除
雪
本
部
は
位
向
お
日
早
朝
か
ら
フ
ル
回
転
と
怠
り
ま
し

定
。
国
道
の
除
雪
は
建
股
省
ガ
、
娘
道
は
富
山
県
ガ
、
町
道
の
除
雪
は
町

ガ
行
っ
て
い
ま
す
。

町
道
の
除
雪
計
画
路
線
は

7
0
9路
線
、
日
キ
ロ
で
す
ガ
、
こ
の
う
ち

早
朝
除
雪
路
線
は
羽
路
線
、
お
キ
ロ
の
酔
有
線
道
路
を
主
体
に
、
通
勤
通
学

路
の
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

町
膏
除
雪
車

3
台
に
加
え
、
民
間
所
育
機
係
お
台
を
借
り
上
げ
、
早
朝

3
時
に
各
隙
雪
路
線
へ
出
動
し
て
お
り
ま
す
。

除
排
雪
に
お
け
る
人
身
事
故
と

溢
水
（
ザ
イ
）
防
止
に
協
力
を

4

フ
冬
は
、
早
い
時
期
か
ら
降
雪
ガ
続
き
、
皆
さ
ん
は
除
雪
や
塵
恨
の
雪

下
ろ
し
な
ど
に
日
夜
奔
走
さ
れ
だ
こ
と
と
思
い
ま
す
。
町
で
も
、
雪
下
ろ

し
申
の
転
落
事
故
や
家
屋
等
の
但
書
ガ
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
ー
月
7
日

他
町
に
先
駆
け
、
朝
日
町
雪
害
対
策
本
部
を
控
置
し
ま
し
だ
。

4

フ
後
、
さ
ら
に
断
続
的
巳
降
雪
ガ
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

次
の
事
頂
巳
留
意
し
、
一

層
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
だ
し

ま
す
。

屋
根
雪

下
ろ
し

に
つ
い
て

－

屋
根
雪
下
ろ
し
は
、
で
き
る
だ
け

2
人
以
上
で
行
い
、
高
齢
者
や
持

病
の
あ
る
方
は
、
無
理
を
し
な
い
。

・

長
靴
に
縄
を
巻
く
な
ど
、
滑
ら
な
い
よ
う
工
夫
し
、
特
に
蔚
先
で
の

作
業
巳
は
注
意
す
る
。

3時

／ー

出動は午前

’ ． 

早朝除雪

喝圃号v

V曾の深い所や吹きだまりのある所l;tグレーダーで。V日中にロータ リーでカベを切っておくのも大切な作業だ。

－

L
P
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
煙
突
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、

破
航
可
に
特
に
出
立
す
る
。

用
水
や
流
雪
溝
の
溢
水
防
止
に
つ
い
て

－

用
水
や
流
宝
溝
へ
の
除
排
水
に
は
、

一卜
琉
で
用

水
や
流
雪
溝
が
滋
ポ
し
、
家
屋
等
に
彼
害
が
発
令

し
ま
す
の
で
、
隣
綾
町
内
会
等
と
よ
く
連
絡
し
な

が
ら
ド
灯
、
ヲ
。

－

保
護
者
は
、
幼
児
予
の
別
水
や
涼
一
勺
減
努
への

転
海
防
止
に
卜
分
注
立
し
、
危
険
な
所
で
遊
ば
せ

な
い
よ
う
に
す
る
。

道
路
の
除
排
雪
に
つ
い
て

－

取
の
路
上
駐
車
は
、
除
古
作
業
の
妨
げ
に
な
る

の
で
駐
ポ
し
な
い
。
な
お
、

放
陣
等
で
止
む
を
得

ず
駐
車
す
る
と
き
は
、
逆
転
符
の
所
夜
争
明
ら
か

に
す
る
。

－

午
活
道
路
（
幅
日
以
の
狭
い
道
路）

等
は
、
町
内

会
な
ど
が
中
心
に
な
り
、
地
峡
ぐ
る
み
で

一
斉
除

俳
守
を
行
、
ヮ。

V出動と岡崎に各地の積雪状況をパトロールし

本部に連絡する．

、
－
グ
ラ
フ
特
集

＠



ー自
然
を
活
用
し
た
観
光
開
発
を

特集観光を考える20人蚤員会最続報告書

は

じ

め

に

経
済
、
即
ち
「
商
」
行
為
は
、
物

と
人
の
動
く
と
こ
ろ
に
成
り
立
つ
も

の
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
「
人
の
動
き
」

的
な
も
の
が
観
光
産
業
に
な
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

観
光
の
条
件
と
し
て

l
、
優
れ
た
自
然
を
人
々
に
紹
介
し
、

そ
の
自
然
を
観
賞
し
て
も
ら
う
も

の。

2
、
人
の
創
り
出
し
た
文
化
財
、
民

俗
芸
能
、
そ
の
他
を
公
開
す
る
こ

と
に
よ
り
、
人
聞
社
会
の
文
化
を

伝
承
し
て
い
く
た
め
の
助
力
と
な

る
も
の
。

3
、
急
峻
な
山
か
ら
流
れ
出
る
河
川
。

4
、
日
本
海
と
白
砂
山
門
松
の
美
し
い

ヒ
ス
イ
撤
回
路
。

5
、
域
山
を
中
心
と
し
た
朝
日
県
立

自
然
公
園
。

6
、
山
崎
鹿
に
湧
き
出
る
川
畑
出
来
。

7
、
不
動
堂
、
浜
山
仙
寺
の
遺
跡
鮮
。

8
、
宮
崎
域
跡
、
犠
問
所
跡
等
の
史

跡
。

9
、
行
河
豚
美
術
館
、
郷
土
が
生
ん

だ
奈
術
家
。

川
、
泌
の
品
午
、
山
の
卒
。

口
、
清
滋
な
伏
流
水
。

ロ
、
各
地
の
ま
つ
り
、
盆
踊
り
、
獅

子
舞
等
の
民
俗
芸
能
。

日
、
料
一
千
と
若
い
芸
妓
。

u、
郷
土
を
愛
す
る
美
し
い
人
情
。

v 
将
来
を
考
え
て

観
光
客
の
形
態
の
変
化
、
高
速
時

代
に
よ
る
旅
行
の
形
態
の
変
化
等
を

踏
ま
え
、
幻
世
紀
の
朝
日
町
が

「
い

い
と
こ
ろ
見
て
、
う
ま
い
も
の
食
べ

て
、
遊
ん
で
、
楽
し
か
っ
た
」
と
観

d

司
北
又
渓
谷
魚
立
滝

私
達
の
朝
日
町
が
観
光

の
町
と
し
て
発
展
す
る
た

め
に
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
テ
ー

マ
と

し
て
検
討
す
る
た
め
、
町
内
の
各
界
各
層
か
ら
却
名

の
方

々
を
選
出
し、

昭
和
問
年

5
月
に
「
朝
日
町
の

観
光
を
考
え
る
伺
人
委
員
会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

こ
の
却
人
委
員
会
は
、

2
年

間
に
わ
た
り、

文

字

ど
お
り
精
力
的
に
町
内
の
実
態
調
査
を
は
じ
め
、
他

市
町
村
の
現
地
調
査
等
を
行
い
、

昨
年
日
月
、
そ
の

調
査
研
究
結
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
町
長
に
提
出

－
U
念
品

I
ν
れ
九
。

こ
れ
を
受
け
て
、
町
で
は、

議
会
や
町
観
光
協
会

の
意
見
を
賜
る
と
と
も
に、

実

現
に
向
け
て
調
査
検

討
す
る
た
め
、
「
朝
日
町
観
光
開
発
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し、

朝
日
町
新
総
合
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め

の
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
を
樹
立
し
て
ま
い
り
ま
す
。

報
告
．
は
、

7
項
目
、
ぽ
ぺ

｜
ジ
に
お
よ
び
、

詳

細
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
主
な
内
容
は
次
の
と

わわ
り
で
す
。

企.山植物の宝庫朝日岳

3
、
人
々
に
休
養
と
心
に
安
ら
さ
を

与
え
、
明
日
へ
の
活
力
を
生
み
出

す
た
め
の
地
設
を
共
用
す
る
も
の

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ニ
れ
ら
が
う
ま
く
触
合
し
合
っ
て
、

す
ば
ら
し
い
観
光
産
業
と
し
て
成
り

立
っ
て
い
る
地
域
が
多
く
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
そ
の
う
ち
の
一
条
件
の
み

が
突
出
し
、
観
光
地
と
し
て
名
を
な

し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

こ
れ
を
朝
日
町
の
観
光
資
淑
に
あ

て
は
め
て
み
る
と
、

ー
に
つ
い
て
は
、
朝
日
岳

・
白
馬
岳

を
輸
に
す
る
中
部
山
岳
国
立
公
閣
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
に
つ
い
て
は
、
不
動
堂
、
浜
山
等

の
遺
跡
郡
と
宮
崎
城
跡
、
疑
問
所
跡

な
ど
の
戦
国
か
ら
江
戸
期
の
史
跡
、

百
河
豚
美
術
館
の
数
多
く
の
美
術
品

光
客
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
四
季
を
通

じ
た
滞
役
引
観
光
地
を
目
指
し
、
温

泉
と
各
観
光
資
制
怖
を
M
M
極
的
に
活
用

し
、
有
機
的
に
結
ぶ
観
光
開
発
川
構
想

を
た
て
て
み
た
。

ー
、
北
又
ダ
ム
を
中
心
と
し
た
レ
ク

リ
エ
l
シ
ョ
ン
箱
設
の
開
発
。

ア
、
ダ
ム
に
沿
っ
た
朝
日
岳
へ
の

登
山
道
悠
傷
。

イ
、
北

X
か
ら
ι問
…
止
滝
、
初
労
山
、

犬
ヶ
岳
へ
の
登
山
道
繁
備
υ

ウ
、
北

X
か
ら
出
血…
薙
弘
泉
へ
の
歩

道
路
備
。

エ
、
ダ
ム
を
利
用
し
た
川
魚
の
養

殖
と
渓
流
釣
り
。

才
、
湖
畔
キ
ャ
ン
プ
場
、
帯
林
と
湖

の
ペ
ン
シ
ョ
ン
集
宮
市
の
形
成
。

カ
、
登
山
研
修
セ
ン
タ
ー
の
設
置
。

キ
、
売
店
、
食
堂
、
休
憩
所
、
民

事
場
等
の
設
置
。

ク
、
北
又
ま
で
の
交
通
機
関
線
保
。

2
、
境
海
岸
か
ら
宮
崎
山
陽
俸
沿
い
に

広
が
る
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
情
想
。

ア
、
道
路
と
駐
車
場
の
献
血
備
。

ィ
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
設
置
。

ウ
、
海
岸
キ
ャ
ン
プ
場
の
務
備
。

エ
、
海
岸
に
沿
っ
た
青
少
年
育
成

施
設
の
設
置
。

ォ
、
鮮
魚
の
直
売
所
、
土
産
口
開
店
。

カ
、
海
水
浴
場
の
確
保
と
管
理
憾
。

更
衣
室
、
シ
ャ
ワ
ー
室
の
ヰ
活
。

3
、
温
泉
街
づ
く
り

ア
、
娯
楽
施
設
、
飲
食
街
づ
く
り
。

イ
、
遊
歩
道
の
繋
備
。

4
、
唆
関
所
の
復
元
と
境

一
町駅塚、

議
国
寺
、
境
山
、
浜
山
を
結
ぶ
観

光
地
設
の
箆
備
。

と
郷
土
が
生
ん
だ
幾
多
の
芸
術
家
た

ち
の
作
品
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
に
つ
い
て
は
、

小
川
温
泉
を
は
じ

め
、
町
の
平
坦
部
か
ら
望
め
る
小
高

い
山
々
、
そ
し
て
白
砂
清
松
の
美
し

い
海
隊
。
加
え
て
、
先
達
た
ち
が
開

拓
し
た
料
理
の
数
々
と
伝
統
を
維
持

し
て
き
た
芸
妓
群
を
あ
げ
る
ニ
と
が

で
き
る
。

II 

既
存
施
設
を
見
て

宮
崎
海
岸
、
馬
場
キ
ャ
ン
プ
相
場
、

減
山
付
近
、
み
つ
は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
、
棚
山
台
地
等
、
朝
日
町
の
既
存

の
総
設
を
見
て
回
っ
た
結
果
、
気
付

い
た
点
と
し
て
、

ー
、
道
路
ギ
情
が
懇
〈
、

が
通
ら
な
い
。

2
、
休
憩
所
、
売
席
、

大
引
パ
ス

管
理
山
怠
等
が

ァ
、
遺
跡
資
料
の
設
置
。

イ
、
巡
回
道
路
の
然
備
。

5
．
棚
山
内
地
問
辺
と
負
釣
山
山
総

の
山
林
と
湖
の
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
情

相
心
。

ァ
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設

の
設
置
。

イ
、
白
地
－
僚
に
市
花
凶
、
広
栄
町
十

闘
を
つ
く
る
。

ウ
、
貸
し
牧
場
。

ェ
、
森
林
浴
の
で
き
る
織
づ
く
り
。

オ
、
宿
泊
可
能
な
研
修
施
設
の
設

置
。

6
、
減
山
周
辺
の
幣
備
。

ァ
、
展
望
休
恕
所
、
売
店
、
レ
ス

ト
ラ
ン
等
の
設
置
。

ィ
、
宮
崎
織
の
復
元。

ゥ
、
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
発
積
場
。

7
、
み
つ
ぽ
台
地
の
符
備
。

ァ
、
キ
ャ
ン
プ
場
を
活
か
し
、
芝

ス
キ

l
、
ポ
ブ
ス
レ

l
、
ア
ス

レ
チ
y
ク
等
の
運
動
施
設
幣
埼

8
、
冬
期
聞
の
観
光
施
設
と
し
て
「
ス

キ
l
場
」
の
開
発
。

ア
、
み
つ
ば
、
ザ
ラ
ク
、
定
命
山
、

初
雪
山
、
白
鳥
山
、
二
正
山
が

あ
げ
ら
れ
る
が
、
大
規
悦
で
大

量
の
容
を
治
欽
で
き
忍
ス
キ
ー

場
を
考
え
た
い
。

9
、
民
俗
資
料
館
、
博
物
館
な
ど
を

集
め

「美
術
の
川
下
．
＼
美
術
の
森
」

を
つ
く
る
。

ァ
、
不
動
堂
遺
跡
の
背
景
の
た
め

の
植
栽
。

イ
、
「
世
界

一
お
い
し
い
水
」
の
P

R
の
た
め
、
泊
駅
に
湖
水
装
置

を
設
置
す
る
。

不
備
で
あ
る
。

3
、
運
動
総
設
等
が
不
備
で
あ
る
。

4
、
交
通
の
使
が
悪
い
。

、

5
、
登
山
道
等
の
祭
備
が
必
要
。

l
 
i
 

v－－
a
 

社

会

的

条

件

人
口
術
進
の
変
化
と
観
光

若
者
の
町
外
へ
の
流
出
に
よ
り
過

疎
化
現
象
を
呈
し
、
年
齢
附
別
人
口
の

変
化
が
著
し
い
。
ま
た
、
出
生
率
と

死
亡
率
の
低
下
が
全
国
的
に
み
ら
れ
、

高
齢
化
社
会
へ
の
様
相
を
呈
し
て
い

る
現
実
か
ら
、
観
光
対
象
を
考
、
え
る
。

2

家
庭
生
活
の
変
化
と
観
光

「
マ
イ
ホ
ー
ム
主
義
」
「
主
婦
の

就
労
の
楢
明
大
」
が
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
滞
在
剤
、
日
帰
リ
別
、

集
団
型
の
見
通
し
と
観
光
対
策
を

考
え
る
。

山
、
都
市
公
凶
と
町
民
会
館
の
建
設

ア
、
各
Mm
の
集
会
、
会
合
い
か
開
催

で
き
る
舞
台
付
き
町
民
会
館
の

鐙
設
。

日
、
サ
ー
ビ
ス
の
良
い
料
亭
に
日
本

海
の
味
、
山
里
の
味
を
加
、
え
る
。

ロ
、
町
民
全
体
が
参
加
で
き
る
「
ま

つ
り
」
と
全
国
規
模
の
大
会
開
催
、

ア
、
「
あ
さ
ひ
ま
つ
り
」
を
鉱
大
。

イ
、
全
国
ビ

i
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

親
善
交
流
会
。

ウ
、
不
動
堂
の
遺
跡
公
闘
を
利
用

し
た
「
ま
つ
り
」

口
、
和
や
か
な
ふ
れ
あ
い
の
心
を
も

つ
子
供
を
育
て
る
。

ァ、

「
青
年
・学
生
の
船
」
の
企
倒
。

イ
、
ふ
る
さ
と
留
学
制
度
の
研
禿

ウ
、
県
外
の
朝
日
町
出
身
者
の
共

有
別
荘
、
町
別
荘
の
建
設
。

ェ
、
「
こ
ど
も
」
と

「
お
と
な
」
の

ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
リ
。

は
、
そ
の
他

ア
、
旅
行
客
が
利
用
し
や
す
い
特

急
列
市
阜
の
停
車
。

ィ
、
朝
日
町
観
光
の
際
語
の
公
募
。

ウ
、
観
光
案
内
所
の
設
置
。

エ、

「
北
陸
の
宮
」
「
長
谷
川
地
蔵
」

な
ど
の
物
語
の
作
成
。

ォ
、
魚
の
加
工
、
和
紙
製
品
、
各

Mm測
な
ど
の
特
産
ロ
聞
の
開
発
。

カ
、
料
埋
め
研
究
。

明

当
面
す
る
課
題
｛主
な
も
の）

l
、
道
路
改
良
と
駐
車
場
の
確
保
。

2
、
町
民
会
館
、
青
少
年
研
修
施
設

の
建
設
促
進
。

3
、
広
告
は
畑
、
案
内
板
の
設
置
等
。

。

委

員

名

簿

会刷会
~ 

~ H 
U N: I長

家松佐野水南太絹竹 i：畑 総 謹秋時竹川由水本

谷 J・.井島村

朝

男

｛釘唱
帽
）筑

川

瀬

a
ad凶

唱

勝

｛側
、岨
石
川
新

加

俊

一仏
｛
μ
＆
｝H
H

臥
町

捻

｛ぬ
も凪
）術

的

久

夫

お
き
千
柳

正

美

一お
き
山
崎

正

二
｛削
峰
山

崎

利
ぶ
総
お
き
市
保

良

造

a
a平
柳

ゎ
山
ん

v

t
L
HA
a
FMm
N
m

俊

宏

｛
幻

成

長

川

充

雄

一村
今
刈

保

郎

夫

『灯
、同
活

保

官
凡（一柑唱
凪）山
崎
町

明
｛む
き
慣

他

の
｛Aw
a
｝・
川
崎

山知
｛引
き
民
川

五

a
a｝政
情
野

郎
品
縫
干

柳

，， 

間沢山悶

，， 

出野茂村地内向

い忠

本 合 1'i

主．益

3 

町
の
地
理
的
位
置
と
観
光

・
朝
日
町
は
日
本
の
中
央
部
に
位

置
し
、
日
本
の
へ
ゾ
と
言
え
る
が
、

東
京
、
大
阪
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
4
0
0

J
U
と
脈
絡
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と

も
考
慮
し
な
け
れ
ば
会
ら
な
い
。

N 

利
用
で
き
る
と
思
わ

れ
る
観
光
資
源

l
、
朝
日
荷

・
白
馬
岳
を
品
開
と
す
る

中
部
山
岳
間
立
公
闘
と
山
間
を
流

れ
る
渓
流
。

2
、
県
岐
に
速
な
る
山
々
。

4
、
町
の
阿
川
語
募
集
。

5
、
特
急
列
車
の
停
が
。

四

お

わ

り

に

こ
れ
が
笑
施
計
画
の
た
め
に
は
、

問
題
は
多
く
あ
る
が
、
治
力
あ
る
町

づ
く
り
の
た
め
、
長
則
け
印
刷
闘
の
も
と
、

一
少

一
歩
進
め
た
い
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
叫
例
制
仰
に
つ
い
て
は
、
公
債

の
効
果
的
な
校
資
と
A
H
わ
せ
、
民
間

活
力
の
符
入
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
。

一
方
、
観
光
で
容
を
呼
ぶ
ニ
と
と

日
常
生
活
を
し
て
い
る
人
々
の
生
前

の
聞
に
矛
盾
が
生
ず
る
こ
と
が
多
い
。

そ
れ
を
無
く
し
て
い
く
た
め
に
も
、

町
民
が
す
ば
ら
し
い
環
縫
の
中
に
住

ん
で
い
る
と
い
う
窓
滋
を
も
っ
て
暮

し
て
い
く
町
づ
く
り
を
考
え
ね
ば
な

ら
な
い
。
什
は
み
良
い
と
い
う
よ
と
か

ら
人
が
集
ま
り
、
観
光
が
生
ま
れ
て

く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

円

b
q
l
v
k
d
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般
会
計
補
正
予
算
な
ど
幻
議
案
を
可
決
・
承
認
・
同
意

新
庁
舎
建
設
工
事
請
負
費
を
予
算
化

機会だよ

第

8
回
朝
日
町
議
会
定
例
会

（ロ
月
）
か
ら

昭
和
臼
年
第

8
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、
会
期
を
ほ
月
日
日
か

ら
お
固
ま
で
の

9
日
間
と
し
て
開
会
し
ま
し
た。

今
定
例
会
で
は
、
昭
和
臼
年
度
朝
日
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

4
号
）
な
ど
、
幻
議
案
を
本
会
議
並
び
に
各
常
任
委
員
会
で
慎
重
審
議

の
う
え
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
、
可
決
、
承
認
、
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

農務総務総務諜器器器務器務総務務総銀総務総務総務懇話~00総務詔~00総務総務総務総務総務総務総務総務総務総諜務総務i 義務総務総務総務総鶏諜総務総務鶏務総務総務総務総務縫務総務総務総務線操諾g~諜

な
お
、
旧
日
に
委
員
会
の
所
属
変
更
及
び
特
別
委
員
の
辞
任
、
選

任
が
許
可

8
れ
る
な
ど
、
議
会
の
委
員
会
構
成
が
一
部
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

辺
自
に
は
、
新
川
広
域
圏
組
合
議
員
の
辞
職
に
伴
う
、
補

欠
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
た
な
組
合
議

員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
陳
情

8
件
の
審
査
結
果
は
、
採
択

4
件
、
継
続
審

査
4
件

の
決
定
が
な
さ
れ
ま
し
た。

常
任． 
特
別
委
員
長
報
告

総
帥
誌
物
輸
相
審
円
呆
宮
畠
R
A
曾

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
の
と
お
り
、
可
決
す
ぺ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
過
位
に
お
い

て
、
次
の
要
望
意
見
が
あ
り
ム
ま
し
た
。

1

ス
ク
ー
ル
パ
ス
の
冬
期
間
遂
行

に
あ
た
り
、
来
年
度
か
ら
遂
行
計
画

区
燥
の
一
部
を
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
、

て
の
機
能
を
ト
分
発
療
で
き
る
よ

う
組
織
織
僚
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
人
事
管
理
面
に
お
い
て
も
、
院

長
等
の
意
思
が
末
端
ま
で
浸
透
す
る

よ
う
な
方
策
を
溝
ぜ
ら
れ
た
い
。

陳
情
の

「
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
広
場
の

設
置
に
つ
い
て
」
並
び
に

「身
体
障

害
者
悩
祉
に
つ
い
て
」
及
び

「
社
会

悩
μ
祉
の
地
進
に
つ
い
て
」
は
、
そ
れ

ぞ
れ
願
意
妥
当
と
認
め
、
ほ
択
に
す

べ
き
も
の
と
決
し
た
旨
、

朗報
告
さ
れ

さ
A
F
l
v

ト～
。

産
業
建
段
委
員
会

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、

れ
原
案
の
と
お
り
、
可
決
、

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、

議
案
審
査
の
過
程
に
お
い

て
、次
の
一
裳
望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

1

特
産
物
で
あ
る
イ
ノ
ブ
タ
肉
の

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
で
き
る
よ
う
、
関

係
者
と
協
議
し
、
将
来
の
飼
育
計
画

を
倒
立
さ
れ
た

い
。

2

消
雪
装
置
を
設
置
す
る
場
合、

特
に
、
交
差
点
等
に
配
意
さ
れ
た

3

消
雪
義
置
の
設
置
は
、
設
置
基

地中
に
よ
り
年
次
計
画
を
立
て
、
対

処
さ
れ
た
い
。

4

ス
ー
パ
ー
農
道
の
早
期
完
成
に

向
け
て
努
力
さ
れ
た
い
。

5

転
作
基
準
を
各
農
家
に
広
報
さ

れ
た
い
。

陳
情
の
「
富
山
県
立
泊
高
等
学
校

の
第

2
体
育
館
予
定
地
等
の
造
成
に

伴
う
道
路
設
置
に
つ
い
て
」
は
、
断
開

そ
れ
ぞ

添
認
す

教
育
的
見
地
に
よ
る
も
の
で
、
高
〈

評
価
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
時
間
を
か
け
て
心
・身

を
鍛
え
る
な
ど
、
制
御
修
養
蘭
め
充

笑
化
を
図
る
見
地
か
ら
、
関
係
住
民

と
の
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
付
象
区

域
の
見
直
し
ゃ
受
益
者
負
制
一制
度
の

導
入
な
ど
を
前
向
き
に
検
討
さ
れ
た

av 2

小
学
校
の
統
合
問
題
は
、
対
象

児
童
数
の
減
少
な
ど
諸
条
件
を
勘
案

意
妥
当
と
認
め
、
採
択
に
す
べ
き
も

の
と
決
し
た
旨
、報
告
さ
れ
ま
し
た
。

新
庁
舎
建
段
調
査

特
別
委
員
会

町
民
の
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し

た
新
庁
舎
の
建
設
も
清
々
と
作
業
が

進
め
ら
れ
、
今
期
定
例
会
に

2
ヵ
年

の
継
続
ギ
業
と
い
う
・
｝
と
で
本
年
度

代
表
・

し
‘
昭
和
臼
年
に
小
教
事
叶
か
ら
芥
巾

さ
れ
た
3
校
系
を
法
一
本
に
、
時
代
の

推
移
も
見
極
め
な
が
ら
、
関
係
地
械

UM
M八
と
の
協
議
を
屯
ね
る
な
ど
、
統

合
に
向
け
精
力
的
か
つ
制
徴
的
に
取

り
組
ま
れ
た
い
。

3

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ア
ピ

ー
ル
院
は
、
削
叫
ル
代
地
の
状
況
を
納
本

し
た
州
場
合
、
山H
．伝
効
果
が
発
出
仰
で
き

な
く
、
9
川
市
峨
会
で
善
処
さ
れ
た
い

と
制限帆け
し
た
凶
村
山
叫
も
あ
リ
、
今
期
定

例
会
に
お
い
て
、
市
V
笑
関
係
を
調
作

し
た
と
こ
ろ
、
町
中
日
い切
の
川門断
の
ぷ

リ
が
法
凶
で
あ
る
・
』
と
が
判
明
し
、

ま
こ
と
に
遺
憾
で
あ
る
と
と
も
に
．

今
後
は
こ
の
よ
う
な
ニ
と
の
な
い
よ

う
配
意
さ
れ
た
い
。

械
仙
の

「・一
巡
内
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル

の

地
設
、
設
備
に
つ
い
て
」
は
、
必
般

の
状
況
を
勘
案
し
、
継
続
簿
作
に
決

し
た
行
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
ω

環
境
厚
生
委
員
会

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
の
と
お
り
、
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
．ま
し
た
。

な
む
ね
、
議
案
審
伐
の
過
作
に
お
い

分
の
工
挙
抑
制
負
貨
が
Mm正
予
外
に
計

上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
‘
新
庁
合
建
設
に
あ
た

り
、
地
花
の
み
M

開
業
台
か
ら
陳
情
さ

れ
て
お
り
ま
す
、
問
主
旨
内
海
の
陳

情
3
件、

「新
月
合
越
設
の
入
札
に

つ
い
て
」
は
、
諸
般
の
状
況
を
勘
案

の
う
え
、
継
続
審
抑
止符
に
サ
べ
き
も
の

と
決
し
た
旨
、
報
侍
さ
れ
ま
し
た
。

・＿...

般
質
問
の
中
か
ら

C
・T
装
置
の
殴
置

昭
和

ω年
4
月
早
々
に

質
問

今
期
定
例
会
に
お
い
て
、
泊

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
に

C
－

T
装
置
の
設
置
を
前
提
と
し
た
改
装

費
が
提
案
さ
れ
、
制
制
部
疾
怠
等
の
診

断

・
治
療
に
光
明
を
感
じ
ま
す
が
、

昭
和

ω年
度
早
々
に

C
－

T
装
置

企C・T装置（X線身停断層媛’E獲置）

を
設
鍛
さ
れ
る
お
考
え
が
あ
る
の
か
、

併
せ
て
岬購
入
の
財
政
伐
訟
を
お
聞
か

せ
願
い
ま
す
。

答
弁

総
合
診
療
体
制
を
確
保
す
る

た
め
の
要
件
で
あ
リ
ま
す
全
身

用
断
層
綴
彩
装
置
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
今
凪
の
納
正
予
算
に
底
づ
い
て
、

装
置
室
の
改
造
を
実
施
し
、
昭
如

ω

年
4
月
の
日
十
い
時
期
に
設
置
い
た
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
財
政
的
置
に
つ
い
て
は
、
昭

和

ω年
度
の
企
業
償
等
の
財
減
を
も

っ
て
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
．

ド
事
務
的
に
関
係
機
聞
と
の
協
議
を
進

め
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
リ
ま
す
＠

泊
高
綬
第

2
体
育
館

積
極
的
に
取
り
組
む

質
問

泊
高
校
の
生
徒
は
、
体
育
館

の
不
足
か
ら
町
の
総
合
体
育
館

て
、
次
の
致
望
意
礼
が
あ
リ
ま
し
た
の

1

m
M
l
H
か・旬
、
凶
民
健
康
保

険
に
退
戦
者
医
療
制
度
が
地
’
付
さ

れ
た
－
｝と
に
伴
う
財
源
納
て
ん
は
、

一
般
財
源
で
で
き
る
だ
け
充
当
し、

川
似
の
被
保
険
希
に
過
重
な
負
判
を

か
け
な
い
よ
う
努
力
さ
れ
る
と
と
も

に
、地
域
別
の
疾
病
分
納
等
の
統
計
測

点
刊
を
早
急
に
作
成
し
、
通
切
な
行
政

指
導
を
行
う
な
ど
、
医
療
貨
の
粁
減

化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

2

M
か
ら
の
保
育
児
童
附
置
貨
の

減
傾
に
仰
け
つ
財
源
補
て
ん
は
、

一

般
財
制
仰
を
充
当
す
る
な
ど
、
保
没
者

へ
の
転
仲
怖
を
で
き
る
だ
け
抑
え
た
徴

収
ぷ
滋
を
作
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、

徴
収
級
の
決
定
時
に
所
管
の
安
民
会

と
協
議
さ
れ
る
な
ど
、
日
取
也
口
の
万
策

を
前
向
き
に
検
討
さ
れ
た
い
。

3

大
家
庄
保
育
所
の
怨
訟
に
あ
た

リ
、
現
夜
、
児
童
の
登
校
舵
否
問

題
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
等
を
勘
案
の
？
え
、
多
少
建

築
単
価
が
官
向
く
な
っ
て
も
、
子
供
に
夢

多
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
喜
ん
で
通
関

す
る
よ
う
な
建
物
及
び
設
備
に
つ
い

て
前
向
き
に
検
討
さ
れ
た
い
。

4

泊
病
院
が
公
的
医
療
機
関
と
し

A現在の泊高僚体育館

を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。
県
の
教
育

委
員
会
で
は
、
泊
高
校
第

2
体
育
館

の
必
雨
宮
性
は
認
め
て
い
る
も
の
の
、

l
年
に
l
校
ず
っ
と
い
う
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
。
泊
高
校
に
第
2
体
育

館
を
建
設
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
生
徒
や
町
民
の
願
望
が
高
ま
る
な

か
、
町
当
局
は
早
期
建
設
に
向
け
、

ど
の
よ
っ
な
取
り
組
み
方
を
さ
れ
る
お

々
え
な
の
か
、
お
聞
か
せ
紙
い
ま
す
。

答
弁

泊
高
校
の
第

2
体
育
館
連
設

の
要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭

和
同
年
か
ら
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
リ
ま
す
。
し
か
し
、
県
で
は
、
生

徒
急
地
対
策
と
し
て
、
昭
和
同
年
昨
恥

か
ら
回
年
度
に
か
け
て
、
福
岡
、
水

時川、

呉
羽
高
校
の

3
校
を
新
設
し
た

た
め、

第

2
体
育
館
の
建
設
及
び
既

存
校
舎
の
改
修
等
に
彰
響
を
及
ぼ
し

た
こ
と
は
、
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

富
山
県
高
等
学
校
教
育
研
究
協
議

会
で
、
今
後、

新
設
高
校
の
建
設
は

行
わ
ず
、
既
存
地
設
の
悠
備
や
地
凶
域

社
会
へ
の
開
放
な
ど
、
将
来
の
利
用

計
画
を
踏
ま
え
た
第

2
体
育
館
の
鐙

設
を
燥
に
対
し
て
要
望
さ
れ
ま
し
た

－

m会
だ
よ
り
＠

6
3
6
 

－
議
会
だ
よ
り
＠

可
決
さ
れ
た
も
の

昭
和
日
年
度
傭
正
予
算

・
朝
日
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第

4
サ
）

・
例
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

M
m
k，T
W持
（
第
3
号｝

－
例
日
町
友
人
保
健
医
療
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

（第
2
号）

－
朝
日
町
凶
民
健
康
保
険
診
療
施
設

侠
川
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
l
号
）

－
朝
日
町
凪
民
健
康
保
険
診
療
地
設

山
崎
診
娘
一
的
特
別
会
計
繍
正
予
算

（第
l
号
）

－
例
日
町
同
氏
健
康
保
険
珍
燥
地
内
叫

涜
功。
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
l
号
）

－
制

H
町

m
u切水
道
特
別
会
計
納
正

予
算

（第
l
号
）

・
朝
日
町
術
保
外
二
地
区
別
水
特
別

会
計
総
正
予
算

｛輸出
1
号
）

－
制
臼
町
立
的
梢
院
や
集
会
計
補
正

予
算

｛第

2
H
Z

－
朝
日
町

一
般
会
計
補
正
予
算

｛第

5
号
）

・
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
同
州

（第
4
号
）

－
朝
日
町
国
民
健
康
侃
険
診
療
地
設

岐
珍
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（第

2
号
）

－
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正

予
甘
持

（第
2
号
）

・
朝
日
町
立
泊
病
院
市
中
業
会
計
補
正

予
算

（第

3
号
）

条
例

（
一
筋
改
正
）

－
朝
日
町
税
条
例

－
朝
日
町
法
斡
仙
衆
議
セ

ン
タ
ー
使
用

料
条
例

・
朝
日
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
代

則
弁
償
等
に
閲
す
る
条
例

－
朝
日
町
・h氏
、
助
役
及
び
収
入
役
の

給
料
そ
の
他
の
給
与
及
び
旅
費
支

給
条
例

－
朝
日
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

料
そ
の
他
の
給
与
及
び
旅
償
支
給

条
例

－
朝
日
町
の
総
員
の
給
与
に
閲
す
る

条
例

そ
の
他

・
不
動
産
処
分
に
閲
す
る
件

幽
闘
員
提
出
幽
同
案

・
農
地
の
闘
定
資
産
税
財
道
き
に
閲

す
る
窓
見
書

・
地
方
パ
ス
維
持
終
俄
に
関
す
る
法

制
化
を
求
め
る
窓
見
舎

－
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
推
進
に
閲

す
る
決
議

・
減
反
政
策
の
撤
廃
を
求
め
る
意
見

書同
意
さ
れ
た
も
の

－
朝
日
町
四
定
資
産
話
価
審
資
委
員

会
の
委
員
を
選
任
す
る
た
め
同
意

を
求
め
る
件

承
認
さ
れ
た
も
の

－
地
方
自
治
法
第
問
条
に
よ
る
専
決

処
分
の
件

。
昭
和
問
年
度
朝
日
町

一
鍛
会
計

補
正
予
算
（
第
3
号
）

隙

情
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の
で
、
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
伯

尚
校
惜
別
2
体
行
鯨
の
越
設
実
現
に
向

け、

山削
減
的
に
取
リ
組
み
た
い
と
々

え
て
幻
り
ま
す

ひ
す
い
石

出
土
品
の
周
知
は
前
向
き
に

質
問

涜
地
区
で
発
掘
さ
れ
た

5
千

倒
も
の

「
ひ
す
い
石
」
に
は
、

大
き
い
も
の
で
子
供
の
頭
ほ
ど
も
あ

る
素
晴
し
い
も
の
だ
と
新
聞
紙
上
で

知
り
ま
し
た
。
弥
生
文
化
の
ひ
す
い

ロ
l
ド
の
出
発
点
と
し
て
、
全
国
に

も
例
の
な
い
こ
の
従
軍
な
ぺ
υ
す
い

玄
石
の
遺
跡
e

を
広
報
あ
さ
ひ
で
町

民
の
方
々
に
知
ら
し
め
る
と
と
も
に

「
町
行
‘
と
し
て
指
定
す
る
考
、
え
が

な
い
か
、
ま
た
新
庁
合
完
成
後
、
ロ

ビ
l
に
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
民
・が

す
る
考
え
が
な
い
か
．
お
聞
か
せ
噺

L

た
L

．

答
弁

瓜
遺
跡
に
つ
き
ま
し
て
は
．

県
内
川
版
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
発

掘
調
伐
を
行
っ
て
お
リ
ま
す
が
、
収

伐
の
と
－
』
ろ
発
川
慨
さ
れ
た
山
山
土
日
山
の

分
析
解
明
の
完
了
が
昭
和

ω年
度
以

降
に
な
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

出
土
n
聞
の
周
知
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
鹿
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
と
協
議
し

て
、
前
向
き
に
取
り
’
組
み
た
い
と
々

え
て
お
り
ま
す

な
わね
、
ひ
す
い

．
れ
を
町
．
h
と
し
て

桁
定
す
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

以
内
に
お
い
て
、

「
行
」
を
指
定
し

て
い
る
市
町
村
は
あ
リ
ま
せ
ん
が
、

泊
病
院
の
時
間
外
惨
療

当

直

体

制

で

対

応

質
問

泊
病
院
は
、
本
・
年
度
か
ら
新

し
い
院
長
を
迎
え
、

諸
先
生
方

を
は
じ
め
関
係
騎
員
の
ご
努
力
に
よ

り
、
徐
々
に
地
波
住
民
の
信
頼
に
応

え
う
る
公
的
医
療
機
関
と
し
て
、

出問

能
発
回帰
し
て
お
ら
れ
る
と
い
う
評
判

を
聞
き、

が
ば
し

い
絞
り
で
あ
る
と

思

っ
て
お
り
ま
す
．

一
万
、
仕
事
の
関
係
等
に
よ
っ
て
．

午
後

5
時
以
時
で
な
い
と
病
院
に
行

け
な
い
の
で
何
浮
か
の
万
策
を
減
じ

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
戸
が
多
く

あ

り

そ

の

お
…
を
ど
の
よ
う
に
身
え

て
わね
ら
れ
る
の
か
わ
ね
聞
き
い
た
し
ま

す
＠

答
弁

現
伝
、
病
院
の
外
来
受
け
付

け
時
吋
聞
は
．

検
士
覚
、
手
術
な
ど

特
定
の
日
は
別
と
し
て
、
原
則
的
に

は
、
午
前
8
時
羽
分
か
ら
午
後

4
時

ぬ
分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

...泊 病院

臓会だよ総務総務

山
山
土
口
山
の
分
析
解
明
が
終
了
し
だ
い

検
討
い
た
し
ま
す
。

新
庁
合
の
ロ
ビ
ー
に
展
示
す
る
こ

と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
発
川
慨
さ
れ
た

出
土
白
山
は
県
所
有
の
も
の
で
あ
り
、

分
析
解
明
後
、
川
附
の
許
可
を
得
ら
れ

れ
ば
回収
ぷ
し
た
い
と
考
え
て
わ
ね
り
ま

す
。山

村
留
学

学
習
の
場
と
し
て
適
地

質

問

当
町
の
忠
ま
れ
た
自
然
環
境

を
生
か
し
た
山
村
向
同
学
に
つ
い

て
は
、
前
々
か
ら
縫
昭
し
て
わ
ね
り
ま

す
が
、
山
村
留
学
の
先
進
地
を
悦
・
摂

す
る
な
ど
、
前
’
川
き
に
研
究
、
検
討

し
て
お
ら
れ
る
か
、
ま
た
、
広
い
意

味
で
は
、
観
光
地
策
と

一
体
化
で
き

る
と
思
う
し
、
小
学
校
の
統
山崎
A
H
間

制
と
も
深
い
附
述
性
が
あ
る
と
思
料

い
た
し
ま
す
。

こ
の
山
…
に
つ
い
て
．

ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
、

む
聞
か
せ
闘
い
ま
す
。

答
弁

今
ま
で
先
進
地
調
炎
を
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
ご
桁
捕
の

と
お
り
、
当
町
は
自
然
環
涜
に
忠
ま

れ
て
お
り
、
向
欽
…
を
生
か
し
た
学
狩

の
州場
と
し
て
適
地
だ
と
考
え
て
お
リ

毒
事
＋
ヲ
。

ま
た
、

観
光
施
策
と
一
体
化
で
き

な
い
か
と
い
う
問
題
に

つ
き
ま
し
て

は
、

「
制
円
町
の
鋭
止
を
々
え
る
加

入
委
日
会
」
の
批
判
粁
鰍
行
を
絡
ま
え
、

似
光
伸
鳩
山
似
の

↑
環
と
し
て
、
役
場
内

に
設
置
し
た
鋭
光
出
発
検
討
会
以

ご
指
摘
の
夜
間
、
休
日
な
ど
の
時

間
外
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
直
体
制

で
常
時
対
応
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
従
来
は
当
直
の
医
師
が

l

名
で
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
問
年
6

月
か
ら
内
科
系
医
師
l
名、

外
科
系

医
師

1
名
の
常
時

2
名
で
当
直
し
て

お
り
ま
す
。

時
間
外
の
忠
者
に
つ
い
て
は
、
原

則
と
し
て
当
直
医
師
が
診
療
に
あ
た

り
、
病
状
に
よ
っ
て
は、

専
門
の
医

師
が
診
療
を
行
う
な
ど
、
万
全
を
期

し
て
お
り
ま
す
。

現
庁
舎
の
跡
地
利
用

跡
地
利
用
検
討
委
員
会
で

質
問

今
期
定
例
会
に
、
町
民
の
念

願
で
あ
り
ま
し
た
新
庁
舎
建
設

予
算
が
計
上
し
て
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
反
面
、
現
庁
舎
の
跡
地
を
ど
の

よ
う
に
有
効
利
用
さ
れ
る
の
か
と
い

う

こ
と
が
、
町
民
の
大
き
な
関
心
事

に
な
っ
て
い
る
と
恩
わ
れ
ま
す
。

今
日
ま
で
、
現
庁
舎
周
辺
に
つ
き

ま
し
て
は
、
土
地
再
開
発
と
い
う
立

場
で
都
市
計
画
街
路
市
P
業
の
的

・
刊欣

町
線
に
巨
矧
の
投
資
を
し
て
き
て

お
り
、
そ
の
投
資
効
栄
を
高
め
る

う
え
で
も
税
庁
令
の
跡
地
を
ど
の
よ

う
に
有
効
利
期
さ
れ
る
お
守
え
な
の

か
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
・

答
弁

現
庁
A

仰け
の
跡
地
利
用
に
つ
き

ま
し
て
は
、
新
庁
合
を
核
と
す

る
新
し
い
郷
市
計
副
づ
く
リ
の
展
望

と
も
考
え
あ
わ
せ
、
現
市
街
地
や
商

会
で
前
向
き
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
わ
り
け
ま
す
。

な
お
、
小
学
校
の
統
合
川
川
胞
に

つ

い
て
は
．
こ
れ
か
・
り
の
問
題
で
あ
り
、

事
態
の
推
絡
を
み
な
が
ら
、

検
付
い

た
し
た
い
と
考
え
て
わ
ね
リ
ま
す
。

新
庁
舎
建
殴

原
則
は
町
内
業
者
優
先

質
問

新
庁
舎
建
設
の
工
事
発
住
に

つ
い
て
は
、
大
手
佳
設
業
者
に

よ
る
単
独
工
事
な
の
か
、
あ
る
い
は

常
々
暗
殺
会
で
終
弁
し
て
お
ら
れ
る
よ

う
に
、
地
元
世
沿
い
引
合
優
先
す
る
と
い

う
立
場
を
昭
一
持
し
、
地
・
氾
業
い
引
を
加

え
た
共
同
企
業
体
万
式
を
ほ
リ
入
れ

る
必
号
え
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
今

後
に
往
設
さ
れ
る
公
共
下
業
以
、
ど

の
よ
う
な
万
針
で
対
応
さ
れ
る
の
か
、

そ
の
点
に
つ
い
て
も
お
聞
か
せ
刷
い

ま
す

答
弁

新
庁
合
挫
設
の
般
民
れ
の
い地
主

に
あ
た
っ
て
は
、
町
の
シ
ン
ボ

~· 
...新庁g建般予定飽...現役舗E庁g

店
街
の
あ
リ
ガ
な
ど
、
長
期
的
悦
野

に
立
っ
て
、
悦
重
に
検
討
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
々
え
て
お
リ
ま
す
。

な
お
、
跡
地
は
、
町
の
小
心
地
に

依
託
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
米
年
度

早
々
に
、
町
内
科
界
各
M
明
か
ら
の
代

ぷ
符
に
よ
リ
、
役
場
跡
地
利
川
検
討

委
只
会
を
設
置
し
、

恥
の
広
い
立
見

を
参
考
に
、

れ取
も
有
効
な
跡
地
利
用

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

一
般
質
問
の
通
告
制

効
果
は
あ
が
っ
て
い
る

質
問

吋
般
質
問
の
通
告
制
係
周
に

つ
い
て
は
、

議
会
に
お
き
ま
し

て
も
長
い
間
議
論
さ
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
え
方
に
よ
っ

て
は
‘
一
長
一
短
が
あ
っ
て
、
結
論

が
出
な
い
ま
ま
、
町
長
の
強

い
要
望

が
実
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
ご

暗
中
知
の
と
わ
ね
り
で
あ
り
ま
す
。

通
告
制
を
係
閉
し
て
か
ら
目
も
浅

－
議
会
だ
よ
り

＠

ル
で
あ
る
と
い
う
震
安
性
、

エ
が
の

川
胤
快
か
ら
い
た
し
ま
し
て
、
州
問
視
に

検

J
い
た
し
て
わ
り
リ
ま
す
．

ま
た
‘
今
後
の
町
単
公
共
彬
業
発

机
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
米
か
ら
の

行
針
ど
お
り
、
町
内
業
行
使
先
の
原

則
を
今
後
と
む
守
っ
て
い
き
た
い
と

々
え
て
わ
ね
リ
ま
す

し
か
し
、

下
支
の
縦
股
あ
る
い
は

校
術
皮
に
よ
リ
ま
し
て
は
、
治
去
の

前
例
の
よ
う
に
、
町
外
の
大
手
生
行

も
加
え
た
発
注
方
法
が
適
切
で
な
い

か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

他
用
途
利
用
米

配
分
方
法
を
検
討

質
問

他
用
途
利
用
米
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
本
年
度
は
集
街
訓

中ー
な
ど
、
出
向
集
者
や
出
伊
制
さ
れ
る

終
家
の
万
々
か
大
変
泌
乱
い
た
し
ま

し
た
．

昭
和

ω年
産
米
の
他
用
途
利
用
氷

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
も
う
少

し
悩阿
部
常
化
し
た
り
、
あ
る
い
は
農
家

の
方
々
の
協
力
が
得
ら
れ
る
万
策
を

検
討
し
て
お
ら
れ
な
い
の
か
、
お
尋
ね

い
た
し
ま
す
。

答
弁

昭
和
臼
年
度
か
ら
転
作
の
枠

組
み
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

導
入
さ
れ
た
他
期
途
利
用
米
に
つ
い

て
は
、
初
年
成
と
い
・
7
、
｝
と
む
あ
リ
、

導
入
の
極
己
円
、
配
分
十
刀
法
‘
集
前
十
刀

法
、
主
食
転
用
微
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
か
生
し
、
村
栄
と
し
て
、

生
必
打
、
店
街
団
体
に
ご
心
労
を
わ

く
、
極
端
な
評
価
は
で
き
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
戦
貝
の
資
質
の
向
上
な

ど
に
笑
務
効
果
が
あ

っ
た
か
ど
う
か

お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

答
弁

ご
指
摘
の
通
告
制
の
録
用
に

つ
き
ま
し
て
は
、
議
員
各
位
の

ご
理
解
を
賜
り
、
本
年
の
3
月
議
会

か
ら
質
問
の
通
告
制
を
採
用
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
こ

に
あ
ら
た
め
て
心
か
ら
厚
〈
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
・

通
告
制
の
線
用
に
よ
リ
、

議
会
の

開
会
臼
数
が

2
・
3
自
の
地
と
な
り

ま
し
た
が
、
具
体
的
に
通
告
を
い
た

ど
い
た
問
，地
に
つ
い
て
は
、
組
織
を

拳
げ
て
十
分
に
検
討

・
協
議
し
、
さ

ら
に
研
究
を
取
ね
て
符
弁
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
町
民
の
方
々
か

ら
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
．

ま
た
、
従
来
の
よ
う
な
、
や
や
も

す
る
と
抽
象
的
な
答
弁
に
終
る
こ
と

な
く
、
ひ
い
て
は
職
員
の
資
質
の
向

上
に
も
つ
な
が

っ
て
お
り
、
そ
の
効

栄
は
、
徐
々
に
上
が
っ
て
い
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

篠
沢
に
な

っ
た
も
の

－
山
山
川
知
伝
的
山
川
、
．
中
川
伐
の
あ

2
H仲

行
総
，

r定
地
、
の
造
成
に
作
・7
泊

山
町
設
出
に

つ
い
て

－
ゲ
ー
ト
ポ
｜
ル
広
場
の
ぷ
れ
に

つ

い
て

・
身
体
附
引
いい引か
川
祉
に

つ
い
て

・
社
会
制
批
の
附
近
に

つ
い
て

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

－
本
内
ゲ

i
ト
ポ
｜
ル
の
施
設
設
倫

に
つ
い
て

・
新
庁
合
住
設
の
入
札
に
つ
い
て

（

3
件
）

す
ら
わ
せ
る
こ
と
に
な
う
た
次
第
で

あ
り
ま
す
。

昭
如
刊

ω年
度
の
対
応
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
年
伎
の
取
り
組
み
の

以
行
山
…
b
c
m
ま
え
、
制
陀
の
他
行

倣－
kuh寸
の
万
治
に

つ
い
て．

終
荒
川

川陣
地
ザ
・
災
民
間
係
機
附
、
さ
ら
に
は

町
内
刷
業
払
興
促
近
協
ぷ
会
と
し
卜
分

に
相
談
し
、
民
家
の
戸
か
山
線
以
映

で
き
る
よ
・
7
な
配
分
ん
訟
の
倹
川
川
を

行
い
、
他
川
冶
利
川
水
一
か
制
伐
と
し

て
ん
必
府
す
る
よ
－
q
J

努
力
し
て
ま
い
リ

本
A
Tf
－二

ま
た
、
山
パ
判
事
務
の

mR晶
化
に

つ

い
て
は
、
制
度
が
段
管
制
度
の
山
・
・
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

ワ

て
．
町
独
’
け
で
改
府内
は
て
さ
ま
せ
ん

が
、
町
と
内
同
業
同
体
、
終
ぷ
と
の
川

の
が
は
明
に

つ
い
て
は
．
分
か
リ
や
す

く
他
行
か
い
い
注
て

3
る
よ
7
、
改
筏け

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

選

任

さ

れ

た

も

の

闘
会
遭
営
委
員
会
（
7
人
）

⑨

山

岡

政

次

O

深
松

実

酒
井

栄

平
崎

知

勝

水

品

保

al
a－ト
喝

hv
J
H
H

，d1
H
制

、

／
L
F

大
半

訂
作

O
総
合
開
発
環
境
訓
伐
特
別
安
川

O
M
谷

附

て

委
員
会
の
所
属
変
更

マ
総
務
教
行
会
川

O
大
沢

m松
｛
店
開
業
他
投
安
以
）

マ
環
境
厚
生
会
以

O
篠

m
祈
夫
（総
務
教
山口
安
以
）

マ
ホ陀
業
建
設
委
貝

O
柄
弁

栄
（
環
境
厚
ル
仁
会
以
）

報

告

さ

れ

た

も

の

環
境
厚
生
委
川
会
の
副
委
日
長

栄
氏
が
委
H
H
会
の
所
属
変

t酒
井

史
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
環
境
M
e

ur巾

ル「J

会
い
川
会
刷
会

μ
長
に
水
品

氏
が
U
U
選
さ
れ
ま
し
た
。

選

挙

さ

れ

た

も

の

マ
新
川
広
域
閣
組
A
n
決
ハ川

O
当
選
人

。
大
川

制
約3

－
強
会
だ
よ
り

＠p
o
q
3づ
／
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女ゆかり ちゃん （昭和57年12月29日

生れ）

野
性
の
野
鴨
の
よ
う
に
／

l
月

M
口
県
庁
大
ホ
｜

ル
で
川
町

の
優
良
均
年
等
表
彰
式
が
あ
リ
、
山

崎
の
秋
山
正
夫
さ
ん
が
他
町
の
3

b
h

と
と
も
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
聞
は
、
秋
山
さ
ん
に
ス

ポ
γ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。

秋
山
さ
ん
は
、
昭
和
制
年
ロ
月
1

日
生
れ
の
お
歳
。
昭
和
日
年
3
月
に

泊
高
校
商
業
科
を
卒
業
さ
れ
、

（妹
）

ト
ヨ
Y

ク
ス
（
黒
部
市
前
沢
）
に
入

社
。
現
在
は
、
総
務
課
に
勤
務
し
て

お
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
高
校
卒
業
と
同
時
に
、
山

崎
佼
下
青
年
団
に
入
団
。
昭
和
臼
年

の
山
崎
校
下
訓
何
年
学
級
副
学
級
H
K
を

皮
切
リ
に
、
抗
同
年
団
事
務
局
次
長
、

副
団
長
を
総
て
、
昭
和
計
年
と
回
年

の
2
年
間
捌
日
町
連
合
出
川
年
団
副
団

訴
を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。

泊高校吹奏楽部

や
る
気
だ
け
は

ど
こ
に
も
負
け
な
い
ノ

州問

8
時
ご
ろ
、
校
舎
の
4
階
ま
で

階
段
を
口
升
っ
て
行
く
と
、
音
楽
室
か

ら
係
々
な
楽
器
の
立
目
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
我
が
治
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

の
メ
ン
バ
ー
が
早
朝
練
習
を
し
て
い

る
の
で
す
．

今
回
の
表
彰
は
、
彼
女
が
連
会
均

年
間
刷
団
長
時
代
に
、
女
子
リ
ー
ダ

ー
併
修
を
企
画
す
る
な
ど
、
女
子
団

n
H
の
加
入
促
進
に

努
め
る
と
と
も
に

そ
の
資
質
向
上
に

努
力
さ
れ
た
・
』
と

が
認
め
ら
れ
た
も

の
。

ヌポット＼
＼ ライト

さ
て
、
な
ぜ
青

年
団
活
動
を
や
る

気
に
な
っ
た
の
か

と
尋
ね
る
と
、
「
ほ
と
ん
ど
の
団
員
が

そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
高
校
を
卒
業

し
て
か
ら
当
時
の
団
長
さ
ん
が
勧
誘

に
来
ら
れ
、
た
だ
な
ん
と
な
く
入
団

し
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
バ
ス
ケ

ッ
ト

ク
ラ
ブ
に
も
入

っ
て
い
た
の
で
、
紋

初
め
半
年
ぐ
ら
い
は
、
バ
ス
ケ

ッ
ト

オ
ン
リ
ー
で
し
た
が
、
地
区
の
文
化

3
年
生
が
引
退
し
て
し
ま
っ
た
現

在
は
、

－
年
生
が
凶
名
、

2
年
生
が

ロ
名
の
計
部
名
と
小
編
成
で
す
が
、

や
る
気
だ
け
は
ど
こ
に
も
負
け
な
い

と
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
何
し
ろ

月
山
崎
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
は

6
時
ま

で
練
狩
し
、
日
曜
日
は

一
日
中
練
捌
円

に
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

夏
休
み
な
ど
は
合
宿
、
山
延
期
演
奏

会
、
コ

ン
ク
ー
ル、

体
育
祭
用
ド
リ

ル
の
練
留
と
－Hb
つ
く
暇
も
な
い
く
ら

い
で
す
。
そ
ん
な
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
A

l
ル
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
る
の

も
、
本
当
に
音
楽
が
好
き
な
人
聞
が

集
ま
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す

泊
高
校
吹
奏
楽
部
の
創
設
は
か
な

り
古
く
、
初
年
ぐ
ら
い
前
に
な
リ
ま

す
が
、
ほ
と
ん
ど
活
動
し
て
い
な
か

っ
た
期
間
を
経
て
、

4
年
前
に
新
た

に
再
出
発
し
た
、
こ
れ
か
ら
成
長
し

て
い
く
部
で
す
。

絃
初
の
年
は
、
体
育
祭
に
ド
リ
ル

演
奏
を
行
う
こ
と
か
ら
始
め
、
次
の

加

藤

真

紀

子

さ

ん

（松
湾
町

・
辺
歳
）

祭
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
庁
年
間
に

魅
力
を
感
じ
、
の
め
り
込
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
続
け

て
き
た

の
は．

一
け
で
は
J
え
ま
せ
ん
が
、

仲
間
が
た
く
さ
ん
で
与
た
・
』
と
で
し

ょ
う
か
」
と
の
こ
と
ゐ

そ
こ
で
現
伐
の
心
吸
を
制
う
と
、

「
hM校
を
選
ん
だ
こ
と

し
、
会
社
を
巡
ん
だ
が

ん

も．

N
年
間
に
人
間
し

団

L
M

た
や
も
、
た
だ
な
ん
と

酔

じ

な
く
と
い
う
気
持
ち
で

下

ー

し
た
。
今
は
、
向
分
な

校
山

奇

リ

に

目

標
を
決
め
、
目

叫

秋

標
に
向
か

っ
て
進

ん
で
行
く
と
い
う

事
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
む
、
目
僚
に
対
し
て
何
ら
か

の
結
果
が
出
る
ま
で
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
U

と
の

ニ
と
。
そ
こ
で
、
モ

γ
ト

ー
に
し
て
い
る
言
葉
を
何
う
と
．

3
与
え
ら
れ
た
盟
か
さ
に
甘
え

ず
、
た
く
ま
し
く
羽
ば
た
く
肝

年
は
．
県
外
A
u
街
や
人
口
泊
先
で
の
ミ

ニ
コ

ン
サ
ー
ト
、

さ
ら
に
次
の
年
に

は
、
念
願
の
地
元
朝
日
町
で
の
吹
奏

楽
演
奏
会
の
開
催、

全
日

成
人
式
で
演
奏
し
た
m
部
員
た
ち

本
・
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
初

‘
O
B
も
応
岨
鷹
山
川
け
付
け
だ
。

出
州
場
で
金
賞
を
受
賞
す
る

．．
 
一－

な
ど
、
少
し
ず
つ
活
動
を

紘
げ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
の
夏
の
第
二
固
め

泌
奏
会
も
管
機
万
の
暖
か

い
御
支
般
の
お
陰
で
、

簸
…

市

V
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
たま

た
、
町
制
地
行
却
問

年
記
念
の
行
併
の
数
々
に

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

部
民
一
同
、
大
変
窓
口
ん
で

い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ

H

音
楽
ω

に

は
位
遠
い
音
を
出
し
て
い

る
現
状
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
年
は
何
と
か

「
全
日
本

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
代

セーターの完成！

お父さん．お母さん。お子さんの

写真に簡単な紹介文を付けて．役2・
総務課まで送ってください。

掛は
の
約
帆
で
あ
れ
』
と
い
う
言
葉
で

す
。
自
然
の
中
で
た
え
す
新
し
さ
を

求
め
る
厳
し
き
、
与
え
ら
れ
た
盟
か

さ
で
は
な
く
、
生
き
酬
明
る
た
く
ま
し

さ
を
持
つ
叫
判
明
の
よ
う
に
生
き
た
い

と
思
い
ま
す
U

と
力
強
い

2
然
。

紋
後
に
、
特
に
・
ヲ

っ
た
え
た
い
こ

と
を
尋
ね
る
と
、
「
町
で
、
ぜ
ひ
海
外

研
修
や
交
検
尚
子
生
等
の
事
業
を
行
っ

て
ほ
し
い
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
町
制
お
周
年
や
刊
周
年
を
記
念

し
て
で
も
・：・：
』
と
青
年
団
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
彼
女
ら
し
い

言
葉
で
し
た
。

回画固

表
」
に
な
ろ
・
ヲ
／
と
線
型
に
励
ん
で

い
る
毎
日
で
す
。

（顧
問

定

間

決

＊勤務先

山IlllJ本屯公認） 2 ~作。業第 2 f系

昭和561手3月．県立泊高校商業科を

卒業し．同4J~J に白山日本屯~に．

fJl:(1正t.t..プリント縦製作の中のー工

F三を11!当しています。

初めてセーターを悩んでいます。今

年＇j.. それを完成させるこ とと．何か

*.ti 味

lj!f’.f;R t見峨

＊家族偶成

父．母．妹 2人の5人家族

6
3
8
 

－
み
ん
な
の
広
場
⑪

海
・
山
・
川
を
き
れ
い
に

。
大家小6年

西島ルミ子さん

” 

訟
は
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
ガ
ム

な
ど
を
口
う
と
だ
れ
も
比
て
い
な
い

時
、
こ
っ
そ
り
川
に
ふ
く
ろ
や
紙
く

ず
な
ど
を
す
て
ま
す
。
そ
ん
な
時
、

す
て
て
は
い
け
な
い
と
心
で
は
思
っ

て
い
て
も、

つ
い
す
て
て
し
ま
い
ま

す
。
す
て
て
は
い
け
な
い
と
自
分
で

思

い
な
が
ら
す
て
る
の
が
自
分
で
も

不
思
議
で
す
。

夏
、
海
へ
行
っ
た
降
、
水
面
に
せ

ん
ざ
い
の
ポ
リ
容
器
や
す
い
か
の
皮
、

野
菜
の
く
ず
な
ど
が
う
か
ん
で
い
る

の
を
見
る
と
、
き
た
な
い
な
あ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ

に

だ

れ

が

す

て
た

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
見
知
ら
ぬ

人
が
、
泌
へ
ゴ
ミ
を
す
て
て
い

っ
た

り
、
川

へ
流
し
た
ゴ
ミ
が
海
に
流
れ

こ
ん
だ
り
し
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
海
に
す
ん
で
い
る
生
き
物
だ

っ

て
、
人
が
す
て
た
ゴ
ミ
の
せ
い
で
水

が
よ
ご
れ
て．
免
ぬ
生
き
物
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

山
に
も
、
ゴ
ミ
が
す
て
て
あ
り
ま

す
。
水
の
か
げ
や
撃
が
ば
・
ヲ
ば
う
に

生
え
て
い
る
所
に
、
ジ

ュ
ー
ス
の
允
エ

カ
ン
が
転
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
ま

す
。
そ
の
空
カ
ン
は
、
ジ
ュ

ー
ス
を

飲
ん
だ
後
、
ば
い

っ
と
す
て
て
い

っ

た
の
に
ち
が
い
あ
リ
ま
せ
ん
の
空
カ

ン
入
れ
が
な
い
の
な
・り
、
持
っ
て
削

っ
て
す
て
れ
ば
い
い
と
忠
い
ま
す
。

で

も

す

て
る
人
は
、
そ
ん
な
め
ん

ど
う
く
さ
い
こ
と
を
す
る
の
が
、

い

や
な
の
ど
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、

川
に
も
ゴ
ミ
が
つ
ま

っ
て

い
て
、
水
が
よ
く
流
れ
な
か

っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
、

紙
く
ず
は
ブ

ミ
ば
こ

へ
入
れ
、
空
カ
ン
は
宝
カ
ン

入
れ
に
入
れ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん

L
ゴ
ミ
や
空
カ
ン
を
き

ち
ん
と
す
て
て
む
ら
い
た
い

と
思
い

ま
す
。
そ
れ
と
、
ゴ
ミ
が
活
ち
て
い

た
ら
ひ
ろ
っ
て
ゴ

ミ
ぱ
こ

へ
す
て
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

大きな作品（l・..:.'iで）を作ってみたい。

また．市年l・fiに入って.f1Ptlcllと呼べ

る人かた くさんできま したが． もっと

もっとや11r.;iた%と縦しくなるとともに

仲間の鈴を広げていきたも、

喫氾！の人＇j.. いつまでも%の合った

友達みたいな｜刈係でいられるような入

力旬、いな。

得立な料JIJ!tムシチュー．焼きそば

のあんかけなど。レハー トリ ーが少な

いのでこれからいろいろ覚えます。

－
み
ん
な
の
広
場
⑪



ポーみんなのス ツ

お
歳
以
上
フ
リ

1

6
歳
以
上

M
歳
以
下

お
歳

1
制
歳

の窓し〈w）、

献
体
・
献
眼
に

善
意
銀
行
で
は
、
い
ろ
ん
な
普
立

の
運
動
の
ほ
か
、
献
体
・
献
阪
の
巡

動
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

献
体

・
献
阪
は、

献
血
肌
と
合
わ
せ

て
3
献

（運
動
）
と
呼
ば
れ
、
人
的

生
命
を
支
え
る
尊

い
隣
人
愛
の
行
為

で
す
。
自
分
が
死
亡
し
て
か
ら
と
は

い
え
身
体

（又
は
版
）
を
縫
供
す
る

こ
と
は
．

め
れA
の
い
る
こ
と
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
あ
る
婦
人
は
、

「私
の
で
き
る
段
後
の
務
仕
、
訟
で

役
立
つ
な
ら
是
非
」
と
登
持
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
持
い
献
体、

献
肢
の

善
意
の
輸
が
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い

ま
す
。軍宗

左 医
医 師
向iを
三育

iそて
る る
l忘 t

科献
季体

ー

おりがとうおたたかい怠

ご
理
解
を

で
は
、
解
制
学
実
現
は
不
可
欠
で
す
。

し
か
し
、
大
学
で
は
遺
体
の
確
保

が
大
変
凶
熊
で
、
死
亡
後
に
遺
体
を

提
供
す
る
献
体
会
員

（生
前
登
録
）

が
求
め・
り
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、

葬
儀
の
あ
と
丁
重
に
扱
わ
れ
る
と
と

も
に
、

遺
骨
が
遺
族
の
元
へ
帰
る
の

は
当
然
で
、
物
依
者
法
要
等
も
行
わ

れ
ま
す
。

見
え
な
い
人
に
光
を
t

献
眼

自
の
角
膜
移
同
胞
に
よ

っ
て
悦
力
回

復
可
能
な
数
万
人
の
失
明
者
及
び
重

度
の
弱
悦
の
方
が
期
待
し
て
い
ま
す
。

死
後
に
自
分
の
角
膜
を
プ
レ

ゼ
ン

ト
し
て
、
見
え
な
い
人
を
助
け
よ
う

と
い
う
制
度
が
献
限
（
ア
イ
バ
ン
ク
）

で
す
。

あ
な
た
の
目
が
障
害
者
に
愛
の
光

／ 〆
参
加
チ

i
ム
募
集

第
ロ
回
朝
日
町
ビ

期

日

2
月
日
－
H
・日
・
目
・
初
日

会

喝

朝
日
町
民
総
合
体
育
館

参
加
資
格

O
男
4
5

お
歳
以
上
、

O
女
子
印
後

以
上
｛昭
和
臼
年

4
月

l
B
税
庁
位
）

た
だ
し
、

富
山
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟
に
登
録
し
て
い
る
者
は
除
〈
．

チ
l
ム
編
成

O
男
子

一
部

O
男
チ
二
部

O
女
子
一

部

O
女
チ
二
部

ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

O
女
子
三
部
的
政
以
上

選
手
量
録

一
チ
l
ム
6
名
以
内

申
し
込
み
締
切

2
月

7
日
（水
）

抽
選
会

2
月

8
日
｛木
）

午
後

7
時
半

（総

合
体
行
館
に
て）

多
加
寅

一
チ
ー
ム

3
0
0円

（降

害
保
険
料
）

申
し
込
み
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は

教
育
委
員
会
（

E
m
i
－

－

0
4
）

又
は
、
総
合
体
育
館

（
E
m
－

－

8

3
8
）
へ
。

－
ふ
く
し
の
窓
＠

。朝日町ロータリークラブさんより

社会悩祉のためにと 100,000円

。織水背水留次さんより 3,000円

。平柳 と〈名さんより 2,000円

。朝日町ライオンズクラブさんよリ指

定寄付

身体隊答者協会へ 30,000円

作宅生活保冶世僚へ 70,000円

。栄町綿入部さんよ 1) 10,000円

。宮崎 flt悶与川さんよリ 16,399円

。尉谷工業所従業u一向さんより

12,595問

。普明会教団高岡支部さんよリ

50.000円

。朝日町母イ・悩祉会会員の皆さんより

一人暮らし老人のためにと．手作 ＇）

の毛糸帆i子 13点

。日東紡繍（妹）労働組合泊支部さんよ

100,650円

。境 と〈名さんより 741問

。唆 水向型久さんよリ 3,841円

。赤川 lよ図キクエさんより 5,039向

。赤川 広岡美良イ－さんよリ 5.000円

。東与野 と〈名さんより特別養議,l;

人ホーム主t.投資金の一部 16,756円

。平柳 と〈名さんよリ 11,020円

。八日会さんより 50,000円

。金山 ft ~f qJJ -11<さんより舟見券楽宛

へ街定得付 20,000円

朝日 町善意 銀 行

(12月11日～ 1月10日）を
与
え
、
ず

っ
と
生
き
続
け
る
の
で

す
。

登
録
、
詳
細
は
町
善
意
銀
行
へ
。

益

歳意

が：
’rっ
7 ば
けh、
あド

募
金

「
み
ん
な
そ
ろ

っ
て
明
る
い

お
正

月
を
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
昨
年
末
に

展
開
し
た
綾
末
た
す
け
あ
い
運
動
に

は
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
思
い
や
り
が

た
く
さ
ん
得
せ
ら
れ
、
昨
年
を
上
由

る
大
き
な
成
巣
を
あ
げ
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
同僚
に

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に、

募
金
の
お
世
話
を
願
い
ま
し
た

町
内
会
や
民
生
委
員
各
位
に
対
し
、

深
〈
感
謝
市
申
し
上
げ
ま
す
。

5
5
7名
の
方
々
を
お
見
舞
い

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
は
、

町
の
議
末
見
舞
金
や
善
意
銀
行
の
支

出
金
を
加
え
、
ク
リ
ス
マ
ス
前
後
に

わね
贈
り
し
ま
し
た
。

町
内
在
宅
の
恵
ま
れ
な
い
家
庭
や

寝
た
き
リ
老
人
、
重
度
障
害
者
等
の

方
々
へ
は
、
地
区
の
民
生
委
員
が、

県
内
の
社
会
福
祉
施
設
へ
入
所
し
て

お
ら
れ
る
方
や
長
期
入
院
で
療
養
中

の
万
々
は
、
社
会
悩
祉
協
議
会
の
役

U
が
慰
問
し
、
見
舞

い
ま
し
た
．

温
か
い
贈
り
も
の
と
激
励
に
、
皆

さ
ん
は
と
て
も
感
謝
さ
れ
、
特
に
、

長
期
入
院

・
入
所
の
打
々
は
、
地
・応

を
懐
し
が
ら
れ
背骨
ぴ
も
大
き
か

っ
た

よ
う
で
す
。
ま
た
、
今
聞
は
、
東
南

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
錐
民
救
綾
に

も
皆
さ
ん
の
募
金
を
活
用
し
ま
し
た
。

歳末たすけあい結果

募金等の4!l入内訳

一般募金（愛の袋）

町支出金

善意銀行支出金

合計

E分｛見舞）内訳

生活保議世帝（50人） 324 ,000問

生活困 後世智（85人） 296.500円

ねたきリ老人（“人） 256.000円

重度障害 者(149人） 596.000円

里子｛ 3人） 12.000円

彼災世智｛ 9人） 32,000同

悩祉総設入所者（83人）498.000内

長期等入院者(114人）684.000内

悩祉 施 設(11ヵ所）80.000問

機外たすけあい 100.000円

合計 2.878.500円

1.712,435内

1,147,000円

19 ,065問

2,878,500円

初
め
て
の
人
も
打
ち
合
い
が

朝
日
町
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
終
了

日
月
目
白
か
ら
お
日
ま
で
の

8
日

一
問
、

ω名
余
り
の
受
嘩
鋼
生
の
参
加
を

～
得
て
、
朝
日
町
硬
式
テ
ニ
ス
教

一
円
セ
が
開
場
さ
れ
ま
し
た
。

～

日
山
県
テ

ニ
ス
協
会
公
認
め

－

一
一級
指
縛
員
で
あ
る
消
水
尚
、

～
作中
野
久
昭
、
常
訂
植物
治
さ
ん
ら

一
の
術
導
の
も
と
、
グ
リ

ヅ
プ
の

～
Mm
り
方
か
ら
始
ま
り
、
サ
ー
ピ

戸

ス
、
ボ
レ

l
、
ス
マ

y
シ
ュ
の
万

～
法
な
ど
、

一
人

一
人
が
縦
切
、

一
了山
市
に
指
得
し
て
し
ら
っ
て
い

～
ま
し
た
。

一

段
終
日
に
は
、

2
人
ず
つ
分

一
れ
て
ダ
ブ
ル
ス
の
ぷ
A
H
を
行
い
、

一
最
初
グ
リ

ッ
プ
の
擬
リ
方
も
知

～
ら
な
か
っ
た
人
も
一
緒
に
コ
｜

目
卜
の
中
に
入
り
、
サ
ー
ビ
ス
や

～
打
ち
合
い
も
で
き
る
よ
う
に
な

｝
リ

指
得
に
あ
た

っ
た
先
生
方

～
も
、
受
嘩
婦
仲
t
の
上
達
ぶ
り
に
驚

－

い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

～

8
日
間
と
い
－q
，H
K
い
期
間
で

｝
し
た
が
、
受
畠婦
仲仁
の
中
に
は
、

～
自
分
の
テ
ニ
ス
に
対
す
る
才
能

一
に
気
づ
い
た
の
か

（
？
）
も
つ

～
と
指
導
を
絞
け
て
は
し

い
と
の

一
戸
が
あ
が
る
な
ど
、
好
評
の
う

ち
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

初
め
は
、
リ
タ
ー
ン
す
る
の

』司
も
や
っ
と
だ
っ
た
：：・
．

も

も

げ

鴨

h
d

ぺ

圃

・

胃
f

四

九
げ
生

一

J
’
h
w

一

般
近、

婦
人
の
ス
ポ
ー
ツ
治
動
に

時

は
、
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
リ
、

話

目

的
な

m加
ぱ
か
リ
で
な
く
‘
組
織
化
、

内

高
度
化
、
生
活
化
へ
と
進
み
、
ス
ポ

－

l
ツ
に
対
す
る
要
求
も
多
織
化
し
て

き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
凶
、
「
だ
れ
で
も
、
ど

こ
で
む
、
い
つ
で
も
」
を
テ
！
？
に
、

ι

多
く
の
卜n々
に
縦
し
ん
で
も
・
句
い
、

一

併
せ
て
体
力
づ
く
リ
に
も
役
立
て
て
H

む
ら
わね
う
と
、
ジ
ャ
ズ
・
ダ
ン
ス
教

吸
を
附
俄
す
る
ニ
と
に
な
リ
ま
し
た
．

奮

勺
て
参
加
し
て
く
ど
さ
い
。

昭
和
印
年
3
月
4

・
5
・

6
・
7
－
H
－
U
－
U
日

午
後

7
時
半
1
9
時
半

朝
日
中
学
校
体
育
館

一
般
男
女

（特
に
、
中
・

宵
向
俊
生
の
参
加
希
mv・
者
は
、

父
兄
同
伴
の
こ
と
｝

参
加
資

3
0
0
円
（保
険
料
含
む
）

同

由申
し
込
み
締
切

3
月

2
日
（土
）

白

血申
し
込
み
先

朝

日
町
教
育
委
員
会

明

及
び
朝
日
町
民
総
合

体
育
館

、

運
動
の
で
き
る
服
装
及
び

内
ば
き
。

日

時

会

渇

対
象
者

楢
甥
行
品

－
み
ん
怠
の
ス
ポ
ー
ツ
＠6 

旬日町術省tセンター内 !183-0576＠ 社会得低温・金t：皆さんと共に鎗織の褐位向上を目前民間団体です．
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翠相談室No26

遺族年金を受けていても国民年金

に加入できるか？

40歳の主蹄です。厚生年金に｝JU入し

ていた夫が亡くなったため，現イ1:ifi族
年金を受けています。 しかし．遺版年金だけでは

生活できないので．国民年金からもε船年金を受

けたいのですが．国民年金に加入できますか。

結論からいえば．会社などに勤め．

他の公的年金制度 （昭和59年 9月号参

照）の被保険者にならないかぎり .60歳になるま

て’IJil1 ＼：年金に1JU人できます。つまり．他の公的年

余の被保険者の配偶者－や年金の受給者など．現に

他の公（1’j年令；制II立の被保険者・や組合員となってい

る人以外の人＇J:.希望すれば国民年金に加入でき

るということです。こういう人を任意加入被保険

者といいます。

あなたの場合は． ご主人が亡くなられたことに

より．厚生年金からj立政年余を受けておられると

いうことですが.60織になるまで．国民年金にf.f:立

川i入して．保険料を納付することによリ ．｜主11己年
金制度からも jffi~：~紛年金を受けることができま

すので＼今からでも国民年金に加入してくださし、。

問

答

ア
ル
コ
ー
ル
は
上
手
に
f

2月のけんとう

品

w
③
 

③
 

伽
W

弘山
V

ιv

w

ミ
ー

⑨

ζ

ーミァ…

③

ぷ

1

．守
J

⑮

／
$
、
、

mw
飲
み
過
ぎ
巳
注
意

⑨

し
好
日
山
の
中
で
も
ア
ル
コ
ー
ル
は
、

ゆ

付

き
合
い
な
ど
で
飲
む
機
会
の
多
い

臥

欽
み
物
で
す
。

③

飲
み
カ
し
だ
い
で
、
「
百
薬
の
長
L

⑪

に
も

「
健
康
の
大
敵
」
に
も
な
る
の

河

が
お
桝
で
す
。

b
v

人
に
よ
り
そ
の
酔
い
方
に
個
人
差

③

が
あ
り
、
一
的
に
強
い
人
、
弱
い
人
、

胸

ま
た
そ
の
日
の
コ
ン
デ
ィ
ン
ヨ
ン
に

⑨
 

③
 

拍
ψ⑤

 
③
 

⑨
 

W

ょ
っ
。

③

・
薬
と
い
っ
し
ょ
に
飲
ま
な
い
よ

W

つ
に
し
ま
し
ょ
っ
。

mw 
mw

湿
の
蹴
血

効

協

力

者

名

ロ

月

実

施

介

動

境

地

区

水
島
和
彦
、
水
応
義
崎
明
、

⑨

水

島
利
保
、
水
鳥
育
子

ゆ

宮

崎

地

区

松
本
研

一
、
加
藤
昌
子
、

阪

加
藤
久
一
、
大
浜
ハ
ル
イ
、
嘉
義

也

登
美
子
、
水
島
誠
、
大
平
子
保
美

W
笹
川
地
区

勝
目
誠

一
、
折
谷
形
子

③
 

品

w
③
 

③
 

③
 

③
 

③
 

③
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め
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も
よ
る
笑
に
不
思
議
な
飲
み
物
で
す
。

そ
の
た
め
、
適
量
に
は
例
人
差
が

あ
り
、
適
量
を
指
摘
す
る
の
は
錐
し

い
の
で
す
が
、
飲
み
過
ぎ
は
肝
臓
に

負
担
が
扮
リ
病
気
の
原
悶
に
も
な
り

ま
す
。
ま
た
、
胃
腸
や
心
臓
に
持
病

を
持
っ
て
い
る
入
、
高
血
圧
の
人
に

は
、
特
に
注
意
が
必
婆
で
す
。
さ
ら

に
、
毎
日
の
欽
満
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

中
議
に
な
る
心
配
も
で
て
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
特
に
肝
臓
に
と
っ
て

漸
の
飲
み
過
ぎ
が
悪
い
彩
科
会
』
与
え

る
こ
と
は
、
多
く
の
人
が
知
っ
て
い

る
は
ず
で
す
が
、
お
酒
好
き
の
人
は
、

そ
れ
で
も
つ
い
飲
ん
で
し
ま
う
と
い

う
の
が
本
音
の
よ
う
で
す
。

一
回
の
飲
酒
で
、
血
液
中
の
ア
ル

泊
一
区

寺
田
弘
子
、
新
国
訓
、
回

中
み
か
子

泊
二
区

阿
部
行
夫
、
大
平
和
子
、

侮
沢
勉
、
大
平
与

一
、
竹
内
秀
孝
、

魚
住
久
孝
、
松
原
茂
美
、
久
我
口

幸
子
、
加
藤
邦
男
、

下
沢
道
代
、

畑
瀬
年
明

泊
三
区

大
平
降
昭
、
佐
々
木
規
之
、

池
原
昇
、
内
川
世
紀
信
、
沢
悶
真

波
、
平
野
清
彦
、
士
口
江
勝
広
、
大

村
常
雄
、
山
本
修
、
岩
田
隆

五
箇
圧
地
区

佐
渡
喜
久
克
、
統
繁

忠
、
篠
田
春
子
、
上
野
山
岨
ハ
松
、
南

コ
ー
ル
分
は
剖
時
間
も
伐
っ
て
い
る

と
い
わ
れ
ま
す
む

こ
の
こ
と
か
ら
、

肝
臓
に
時
符
を
起
こ
さ
な
い
い
引
は
、

H
i中
川
で

一
1
二
介、

ビ
ー
ル
な
ら

二
本
、
ウ
イ
ス
キ
ー
で
ク
ラ
ス
ニ
i

附
杯
で
す
。

肝
臓
巴
負
担
を
か
け
怠
い

上
手
な
飲
ゐ
方

肝
臓
や
閉
門
に
負
仰
を
か
け
な
い
上

手
な
飲
み
方
は

－
マ
イ
ペ
ー
ス
で
飲
む
。

・
楽
し
く
飲
む
。

－
以
腐
、
肉
、
魚
、
叫
川
市
本
新
鋭寸の

ぃ
尚
蛍
’
H
、
高
カ
ロ
リ
ー
の
さ
か

な

（
肴
）
を
取
り
な
が
ら
飲
み

＋

atし
ょ
‘

7
。

－
週
に

一
i
二
回
は
、
休
肝
日
（
消

を
飲
ま
な
い
日
）
を
設
け
ま
し

茂
美
子
、
追
分
真
智
子
、
大
島
通

品・、
南
保
地
区

長
崎
美
知
代
、
勝
国
見

一
、
越
間
佳
織
、
谷
口
繁

一
、
坂

藤
悦
太
郎
、
勝
原
野
正
、
佃
明
美
、

殿
村
上
忠
チ
、
長
崎
消
恋

山
崎
地
区

七
沢
な
を
み
、
九
里
久

美
子
、
青
島
由
美
子
、
辻
栄
哲
男
、

水
野
惇
子
、
水
野
美
喜
子

大
家
庄
地
区

石
井
由
美
子
、
石
僑

理
恵
子
、
金
吉
章
、
邸
付
木
宏
、
花

井
昭
総

（制名

日曜 空宇 官豊 内 何廿角・ E轟 師 t品 F庁 x ｛量

脊年e泡'lt 
6 附 ジャズダンス 大川 都 南｛呆小学校 街｛栄公民館

2 仕） 婦人の生きがい 水品う 秀事E上寛公民館 .tt公民館

3 （臼） ，心の修養 大国ひろ 大家庄公民館 大家庄公民館

婦 10 （日） 精神衛生について 未 ~ 山崎公炭鉱 山崎公民館

人 10 （日） 朝日町の文化財 ~~l;t るい 生活改善センター 宮崎公炭鉱

学 I l 例） 主婦の役割について ごE池流心 山崎公炭鉱 山崎公民館

級 24 (11) 子育てについて 水仏文子 境公民書官 峻公民館

24 (i]) 高齢化社会と婦人の心情え 未 定 同時保公民館 南｛呆公民館

高骨骨
10 (H) 聴聞する j三池 it心 大家I主公民館 大家庄公民館

名ー 18 (Ill 知恩の世界 尾崎 法 金長谷公民館 南｛呆公民館
，喧h・
級

家蝿正
14 (fl) 意見子スキーのつどい 道以 隙 ンーサイドバレー 山崎 公民館

’f~ 23 (Ill 自然と子どものかかわりあい Pi j尭 Ji1：ー 大家rt.公民館 大家庄公民館
級会干

I (iJ ニれからの朝日町を々 える i'H原 . .,.. 大家11公民館 大家住公民館

公 26 （大） r経谷紙」作品発表 谷川 fl! 教育センター 中央公民館
民

lit i暗火曜 手づくり絵本教家 J尚弁符i-f 品1111!:セ／ター 中央 公民館
4揖

座 lit遡11:8証 洋画教室 i~占口 敏明 結i祉センター 中央公民館

2 月の学級・教室·•座案内
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く
ら
し
の
情
報
室
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行
政
相
談
委
員
か
ら

9

こ
の
よ
う
な
苦
情
や

要
望
は
す
ぐ
相
談
を
H

そ
の
四
（
事
例
）

O
は
そ
の
錯
世

貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
か
ら

あ
な
た
は
、
家
計
簿
を
付
け
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

つ
け
て
お
ら

れ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に

『
わ
が
家
の
家
計
簿
体
験
談
」
に
応
移

し
ま
せ
ん
か
。
家
計
簿
記
帳
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
賞
援
な
体
験
談

を
奮
っ
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

原
稿

。
4
0
0字
詰
原
稿
用
紙

5
枚
以
内
。
本
文
の
ほ
か
、
月
別
・

項
目
別
支
出
一
覧
表
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

。
原
稿
に
は
、
応
募
者
の
氏
名
、
住
所
、
職
業
、
年
粉
、
家

線
一
覧
、
家
計
簿
記
帳
年
数
、
屯
話
番
号
を
記
入
。

締

め

切

リ

昭

利

ω年
2
月
訪
日

入

選

特

賞

5
一端

（賞
金
各

5
万
円
）
優
秀
賞
印
刷
（
抗
金
名
3

万
円
）
奨
励
賞
お
縦
程
度

（賞
金
各
l
万
円
）

送

り

先

富

山

市

堤
町
通
り

1
1
2
｜
部

門前
山
県
貯
慈
推
進
委

員
会
ま
で

合
一
県
立
雄
峰
高
校
か
ら

働
き
な
が
ら
学
習
を

県
立
雄
脇
町
高
等
学
校
で
は
、

募
集
し
て
い
ま
す
。

V
通
信
制

働
く
時
聞
が
不
脱
則
な
人
や
通
宇
に
不
便
な
所
に
住

ん
で
い
る
入
、
又
は
身
体
の
都
合
が
悪
く
て
毎
日
通
学
で
き
な
い

人
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学

科

普
通
科

募
集
期
限

4
月

6
日
ま
で

詳
し
く
は
、岡
市
立
雄
峰
高
校
（
含
0
7
6
4
’U
，4
9
5
1
）
へ
。

昭
和

ω年
度
の
通
信
制
の
生
徒
を

町への寄附

．道下の道府勇さんから．泊

小学校へ．学校施設充実の

ためと．磁石黒板20簡の寄

附がありました。

．千築県市川市の九里若手朗さ

んから、広報のためにと’2

万円の苦手附がありました。

12月ll日

～ l月10日

－
く
ら
し
の
情
報
室

＠
F
O凋
U
寸

n
U



いご時世。いつまでもこの火が消えな

いよう祈りたいものです。

12月17日～ 1月19日

q月19日
奥さま防災博士に

f 

、，・・

e
－e

．，

1月15日午前10時から，あでや

かなドレスやキリ ッと背広に身を

包んだ男女170名が出席し．中央農

協会館で成人式が行われました。

式典では，寺崎町長から「皆さ

んは．権手IJと義務を与えられたと

同時に．独立した個人と Lて．国

家・社会に対し責任のある行動を

期待されているのです。本年は．

国際苛王手の王手でもあり， 21世紀を

1LI.うffi手の情熱と創意による行動

が求められていますりと励ましの

あいさつがあり．これに対し成入

者を代表して米丘久さんから「私

たちの行く先にlム数知れない図

鯵の引が＼［ちはだかっていると思

います。どんなに脊労しようとも

必ずその喰を乗り組え．前進しつ

づけますU と力強い讐いの言葉が

あり．式を終えました。

その後．優良背年の表彩式や笹

川青年間によるかべぬり唄害事の郷

土芸能の発表. i白高校吹奏楽部に

よるブラスパンド減奏と続き，新

成人の新たな門出を祝いました。

~ 
奥
さ
ま
防
災
師事
士
の
7.1< 
芥
さ
ん

日本m答保険協会では，昭和47年度

から．輿さま防災1導士の募集と表彰を

行っていますが．昭和59年度の1'!.さま

防災博士には全国から 186名の応募が

あり．厳正な審査の結果；. 36名のfjが

晴れの奥さま防災博士にj選定されま

した。

朝日町からは．不動：￥：の水＃f日｛・さ

んが選lftl. 1月19日．東京新宿の京

王プラザホテルで表彰されました。

明

秀

夫
俊

士

ロ

宣

宏

信

行

司

行

雄

勇

.戸トラクションで行われだ

郷之芸’IH笹川かべぬり慣）

｜合同の同紙｜

「今年は国際青年年J

固定資産評価審査委員決る

12月に開会された第8回朝

日町議会定例会で凶定資産評

価審査委員会の委員に加議敏

夫氏の選任が同意されました。

加藤敏夫氏
(59政）

朝日町宮崎~ 

王手振りに左義長が行われました。

伝統的な新年の行事を復活させ．子

供たちに受け継いでいこうと．舟川新

r清流会』のメンバーの呼び船けによ

り実現したものです。

t兎内の雪踏みに始ま って．竹に各自

が持ち寄った書き初め．締め飾り ．破

魔矢などの縁起物を取り付け．約 1時

間後に見事な左義長が出来上がりまし

た。 3本の竹に御神滋をかけ．お参り

したあと．由井勇君（小6）と由井友

代さん （小 5）の手てヘ点火されました。

約九0名の子供たちとお父さん．お母

さん．そして僚かしい行事の見物に来

たお年寄り，総勢50名が見守る中．火

(j:燃え上がリ，『字が上手になりますよ

うに』との子供たちの期待の中，書き初

めも勢いよく 空に舞い上がりました。

最近では．竹やワラが手に入りにく

1月9日
各小学校で書き初め

~· 

V復活した在.畏

’；~ 

さあ 3学期。3学期の始業式を 8日

に終え． 9日には各小学校で書き初め

大会が行われました。

経谷分校でも，この日午前9時30分

から．全校生徒がそれぞれの教室で．

机やいすを隅に帯せ．新聞紙を教室い

っぱいに広げて脅さ初めを行いました。

l年生は．クレパスで rひかり j, 2 

年生から築を使い．「あさひ」（ 2年）

「お正月」 ( 3年） 「雪の立LiJJ ( 4 

年）と，それぞれ元気よく書きあげま

した。

4月15日
舟川新で左義長復活

この8，舟川新神社において．

な
＆元気に自医を走らtさる児童だち

q月4日
山崎で元旦マラソン
小雪がちらつく元旦の制。日の出前

ということもあり．まだ薄暗い午前7

時。「一年の計は元旦にあり 」と.Ill崎

走ろう会では．元旦マラソンを行b、ま

した。

コースは．山崎小学校前を出発し．

岩崎から殿町．殿町Iからスーパー農道

を通り花房へ．そして小三7・校に戻る約

7キロ。

舷長l;の水野.. ~.之さんを先頭に．全

員元気に完走。元旦の朝さわやかなfl:

をかきました。

q月6日
消防団出初め式

この日。午前8時に消防本音II前に約

270人の団員が集合し．月民袋や機械の点

検のあと．清水川．中江川．寺川の 3

か所で一斉放水。

このあと．本町五差路で第 4分団の

越沢久行さん指療のもと． 5人の団員

が傑放水を繰り広げました。

また．都市計画街路の農協会館前を

－
ま
ち
の
う
ご
き
＠

お
す
こ

F
X
Vけ
が

や

か

に

メ

μ

舟柳井殿細山辻 ,Ji; f妥平 j召東；~1 上弥出
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